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１．研究計画の概要

強重力の極限的環境を生み出す「ブラ

ックホール」について、本当に存在する

のか、またどのような天体現象を発現し

うるのかについて研究する。様々な天体

観測からブラックホール“候補”の存在

は指摘されている。しかしそれらは、い

まだ“ブラックホールの時空構造”の解

明に迫るものではない。強重力下の時空

構造の解明は、一般相対論の検証とも関

連し、天文学と物理学の両面において重

要なテーマである。

そこで、ブラックホールの周り時空情

報を得るため、ブラックホール近傍での

高エネルギー輻射の生成について研究

する。特に、ブラックホールへの磁気流

体流中に生じる衝撃波についての理論

モデルを構築し、その形成の条件等につ

いて明らかにする。

２．研究の進捗状況
ブラックホールへの遷音速磁気降着流解

に見られる臨界条件の問題は解決できた。こ
れにより、降着流に生じる衝撃波の発生条件

についての解析が進み、ブラックホールの回
転エネルギーをブラックホールから抽出し、
衝撃波面で解放するシナリオが構築できた。

次の段階として、その解放されたエネルギ
ーが衝撃波面や降着流において、どのような
輻射に転換するかモデル構築する計画だが、
まだ解決できていない。また、研究の進行に
伴い新たな課題も見えてきており、その解決
にも取り組んでいるところである。

ブラックホール時空のためには、本研究と
他の関連分野との研究の融合も不可欠であ
る。この目的のため、勉強会や学会シンポジ
ウムを企画し、総括的研究分野への橋渡しを
推進した。観測家との交流も進み、ブラック
ホールの直接観測的検証に向けての計画作
りを進めている。

３．現在までの達成度
③やや遅れている。

（理由）研究テーマの一部に当初想定してい
た以上に困難な問題が内在していたため、手
間取っている（磁気圏の構造、衝撃波面の安
定性、など）。

４．今後の研究の推進方策
現段階までの磁気降着流の解を拡張して、

輻射発生モデルのための解を用意する。輻射
機構は既知のものを適用し、共同研究者の観
測データと比較する。また、数値シミュレー
ション研究との整合性も検討する（降着流の
安定／不安定性の議論のため）。
「ブラックホール天体物理学」の分野を幅

広く認知してもらい、ブラックホール直接検
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出（ブラックホール影の撮像、鉄輝線の精密
観測）のための理解を得るために、学会や一
般社会に対しての啓蒙活動を実践する。教育
分野（高校・大学）への還元も検討している。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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